ピアミーは２００万ドル以上の資金を確保

１５０万ドルのエンジェル投資でウェブ・コミュニケーションにおける

音声無料通話へまた一歩前進
２００５年７月２７日カリフォルニア州マウンテンビュー並びに東京 – ピア・ツー・ピア技術で安全なインターネット・コミュニケーションを提供するピアミー（株）は、本日日本並びに北米のエンジェル投資家からさらに１５０万ドルの出資を確保したと発表しました。既存の投資家と新規法人投資家から集められた資金は、ピアミーに過去一年で合計２５０万ドル（米ドル）以上になります。

「我々は既存投資家の参加によるこの投資金を、我々の投資家の参加をピアミーの発展と将来像への強い信頼だと見ています。」とピアミー創業者であり最高経営責任者であるトム・ラサターは述べています。「我々は計画通りに事を進め、中核市場での最初のパートナーを確保し、今年中（会社設立から１年強）に全世界同時にサービスを開始できる予定です。」 

ピアミーは　Voice over Internet Protocol (VoIP)でのＰＣ間、ＰＣとハンドヘルド間の音声通話、インスタント・メッセージ、ピア・ツー・ピアファイル転送を提供する安全なインスタント・メッセージング環境を開発しました。ピアミーの技術はピア・ツー・ピア基盤に基づき接続して、ユーザーが自由に使用する事や、新世代のインタラクティブ通信をユーザーにもたらすウェブ・コミュニティーに統合することも可能です。
「我々の日本のパートナーや投資家は我々の技術と日本での発表予定に興奮し、感銘している」と、ピアミー共同創業者で社長の榮完治氏は述べている。「我々のパートナーとの関係は、過去に例を見ないほど急速な成長に寄与すると期待しており。ローンチの直後に多くのパートナーシップを発表する予定です。」

業界標準プロトコルを使用することで、ピアミーのピア・ツー・ピアシステムは公衆交換電話網(PSTN)、通称：Plain Old Telephone Service (POTS)、を超える音声品質を世界中のインターネットユーザーに無料で提供します。

新しい特徴、機能、プレミアム・サービス並びにパートナー提供物の発表は、ピアミーが２００５年中に提供を拡大すると共に入手できます。

###

ピアミーについて

２００４年に設立され、PeerMe Inc. (www.PeerMe.com)はカリフォルニア州マウンテンビュー、東京、韓国、中国、インド、ブルガリア、テキサス州オースティンに事務所がある国際的な独自のピア・ツー・ピア通信技術会社です。ピアミーはVoice over Internet Protocol (VoIP)でのＰＣ間、ＰＣとハンドヘルド間の音声通話、インスタント・メッセージ、公共のブロードバンド回線を完全に暗号化して送るピア・ツー・ピアファイル転送を提供する安全なインスタント・メッセージング・プラットフォームを開発しました。ピアミーのビジョンは、ウェブを音声対応にすることを通して、インターネット上のコミュニケーションがより円滑に行われることに寄与することです。
連絡先：

アメリカと日本の両方のエージェンシー連絡先をお知らせします。それにより、メディアがコンタクト可能になります。

Tammy Fang

Edelman

(212) 704-4534
日本の連絡先は翻訳が完了次第、追加して下さい。
